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周徳清は大都を見たか
『中原音韻』の新研究・其六
　　　　　　　　　佐々木 猛
1．所謂「大都における論争」、寧氏らの説
　1985年に刊行された寧継福著沖原音韻表禰はB5版355ページにおよぶ大柵である。新発
見の訥篭本if中原音韻誰によって『申原音音躍を証したもので、巻首に中古音を注した音節表を
冠し、巻尾に再構音を注した一字索引を附載した、ド中原音韻』研究の一大成果であるというこ
とができる。今後の研究はこの書のうちたてた基礎の上に立って行われることになろう。
　しかし議論の余地が全くないわけではない。特に周徳清が元の都・大都に赴き、彼の地で行な
われた正音をめぐる論争の中から沖原音韻』を完成させたというが如きはその顕著なものであ
る。
周徳清の生涯について寧氏は次のようにまとめている。
　大約十七・八歳，他開始創作，過着“歌台舞樹”　“詩酒疏狂”的生活．従伝下来的詩
文尚能依稀辮認他盤橿於盧山・瀞陽・大都・吉安等地的足　．
　周徳清一面従事楽府創作，一面潜心探討楽府創作的方法・音律和語書規範．当時的詞
壇，問題不少，在音律与語言上存在着混乱，使人無所適従．泰定年間，在大都展開了一
場関於“正語作詞”的論争．周徳清極力主張：“欲作楽府，必正轡語，欲正誉語，必宗
中原之音”．泰定甲子（i324）秋九日，他的名著『中原音韻毒在論争中誕生．
　未幾，樹氏回江西．　“留滞江南”十七八年．這期間，他瞥修訂旧稿．直到至正元年．
即公元1341年，頼朋友羅宗信等奔走，紳原音音則一書才在吉安刊行．而周徳清己経65
歳了．（注1）
　ここで周徳清が足跡を残した地として指摘している「慮山・溝陽・大都・吉安」のうち、今日
に伝わる「詩文」から確認できるのは「癒山・溝陽・吉安」のみであり、「大都jについては周
徳清が訪れた痕跡は全くないのである。（注2）かれが「大都」に赴き、かの地で「正語作詞」
をめぐる一大論争を展開して、その成果として『中原音韻』を完成させたいというのは、後に述
べるように『中原音韻』正語作詞起例の第20条などに見える「天下都会」という語にもとついて
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のことであった。
　寧氏はいう。
　従第20条和第22条所記，可以看出，泰定甲子前後，在大都，有一場大論争．論争的中
心問題是：正語作詞的依拠是什歴？即什歴是漢語的標準音？有両派：一派可称之爲“泥
古非今”派，他椚堅持以正統韻書爲準．一派可称之“自然之音”派，主張以活的語言中
原之音爲標準，他椚是革新派．周徳清是革薪派的代表人物．（注3）
　大都的論争以『中原音韻』的成書・伝抄・出版而告終。
　泰定甲子之争，対漢語之発展，対戯曲芸術的繁栄，有深遠影響．吃可算一次漢語規範
化運動，対漢民族共同語的形成与発展起了推進作用。（注4）
『中原音韻」是大都的論争中写成的，宅所記録的中原之音即是大都話．（注5＞
　また同年に刊行された王力の『漢語語音史還の第7章ヂ元代音系
にいう。
（127g・一・1368）」も次のよう
周徳清『中原音韻選応該代表大都（今北京）的語音系統．周氏難是江西高安人，但是他
在大都居住久，而且是摘戯劇的，他的『中原音韻』必然是根拠大都音的．元麟用韻与
『中原音音則完全一致，足以証明『中原音韻』是大都音．（注6）
　周徳清は大都において活躍し大都において沖原音者則を編んだので、その結果としての『中
原音韻』は当然大都の音を代表すると主張するのである。
　わたくしはかつて『中原音韻』の序文及び「正語作詞起例」の訳注を作った時、この書が吉安
を中心とする江西の文人グループの中で成立したであろうことを述べたが（注7＞、この考えは
今も変らない。
　1983年に出版された李新魁『中原音韻音系的研究』も『中原音韻』は大都ではなく江西におい
て作られたという。
詳考周氏撰作『中原音音灘的過程，復難説他的工作是在大都進行的．
江西家郷中進行．（第2章《中原音韻》所代表的音系）．（注8）
事実上正可能是在
李氏のこの説は『中原音測に附せられた諸序の内容にもとついて立てられているのであるが、
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わたくしは更に他の材料をも援用してこの説を補強しようと思うのである。
2．「不」字について、畢徳鎮のこと
　『中原音韻」の7真文の上声に一字のみから成る「76本」の小韻がある。この字については従
来知られることはなく、囎鯨譜本は「不」に作り、謝天瑞の随用中原音音灘の如きは「未然」
という注記をつけているほどである。
　ところが訥篭本『中原音韻」（注9）の鮫勘記」には次のようにいう。
　丁聲樹同志指出；
　「不」音同「鵬」．
　朱談野殉説・陶治図説』1「石産江南徽州祁門縣坪里・谷口二山，・…　　土人籍渓
流設輪作碓，春細淘浄，製如土舗，名日白不．」下注云：「敦上声，凡造姿泥土，皆従
此名，蓋景徳土音也．」（《翠瑛王干館叢書》本，巻6S）
　又紐秀謬触罐』：「興人以戴土作塾爲不．」（『筆記小説大観』本）
　現代客家方言裏伍有「不」字，読上声（見il客話七言雑字』）．（注10）
　つまりこの字は景徳鎮（注11）で製作される磁器の原料となる白色の土片を表わす彼の地の方
言であるというのであるが、そのことは18世紀初頭の宣教師によっても報告されている。
　小林太帯郎訳注紳国陶甕見聞録曇に収める「耶蘇会宣教師ダントルコール神父の書簡、同会
申国およびインド布教部理事オリー神父あて、饒州1712年1日附」と題する長文の手紙がそれで
ある。（注12）
　その第二章「胎土、融料および成形」に次のようにいう。
　盗器の胎は二種の土の合成する処にして、その一は白不子（pe・tun・tse），他は高
嶺（kao・lin）と呼ばれ居り候。後者には多少輝ける微粒の混ずるあるも、前者はただ
白くして触るれば極めて滑らかに膚之候。饒州より景徳鎮へ向け大いなる運搬船の多数
が盗器を積み込まんため遡江致し候と同時に、殆んど同数ほどの子舟が、敦れも甑の形
に固められたる白不子及び高嶺を載せて、祁門より下江致し居り候、即ち景徳鎮にては、
盗器に必要とする如何なる原料をも産出せざる事に有之候。白不子は、その粒子甚だ微
細にして、石坑より堀り出せる岩塊を其の形としたるものに外ならず候。・…　　これ
等をば、其の形と色との故に白不子と呼び申し候。（注13）
この「白不子」はダントルコール神父が見たままの姿で今日も存在している。小林徹・山本紀
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一 際徳鎮紀行遷所載の写真36・40などに鮮明に写されているブロック塊ほどの大きさの白い土
の塊がそれである。（注14）
　江西の景徳鎮に固有の陶土を表わすこの「不」の字を沖原音縄が収めるということは、こ
の書がほかならぬ江西の地において成ったということを示唆するのではなかろうか。このことを
ほかの資料から見てみようと思う。
3．『中原音韻』の序文を書いた人々
　『中原音韻遇に冠せられた各序は、以下に見るように、すべて江西にかかわる人々の手に成っ
ている。（注15）
A．虞集序（前奎章閣待書学士）
　　虞集は江西崇仁の人．1272－1348．
B．歓陽玄序（翰林学士）
　　駄陽玄は湖南濁陽の人．その先は癒陵（吉安）に家す．1282－1357．（注16）
C．周徳清自序
　　周徳清は江西高安の人。1277－1365．
D．羅宗信序
　　羅宗信は江西青原（吉安〉の人．
E．項非復初序
　　環非復初は西域の人．泰定年間に江西吉安に住んだ．
　訥篭本『中原音韻』の巻来にはさらに「訥蓄書後」があり、それには「正統辛酉冬12月朔肝江
訥篭書」という。陳農「漢語音韻礼記四則」によれば訥篭は貯江（江西南城〉の人・左鷺（1389－
1458）である。（注17）なお正統辛酉とは1441年のことである。
4．『中原音韻壽に見える人物と地名
　次に『中原音灘の序文及び「作詞起例」に見える人物（各序の作者は除く）と地名を考える
と、それがすべて江西及びその周辺地域に限られていることが分る。（注18）
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a．人物
a．1．青原の瀟存存（江西吉安）
　「周徳清自序」に
　　　　青原繭存存，博学，工於文詞，毎病今之樂府，有遵音調作者，有増襯字作者，…　　泰
　　　　定甲子，存存託友張漢英，以其説間作詞之法於我，予日，言語一科，欲作樂府，必正言
　　　　語，欲正書語，必宗中原之音，…　　因重張之請，遂分平聲陰陽，及撮其三聲同音，兼
　　　　以入聲派入三聲，…　　葺成一峡，分為十九，各之日中原音韻，井起例以遺之，可與識
　　　　者道，
とあり、また「周徳清後序」にも
　　　　泰定甲子秋，予既作中原音韻井起例，以遺青原蕪存存，
とある。
　「正語作詞起例」8では次のようにいう。
　　　　中原音韻的本内，平聲陰如此字，陽如此字，薫存存欲銭梓，以啓後学，値其早逝，泰定
　　　　甲子以後，嘗爲数ナ本、散之江湖，其韻内，平聲陰如此字，陽知此字，陰陽如此字，…
　　　　今既的本刊行，或有得余墨本者，幸母談其前後不一，
a．2．清原の曽玄隠（江西吉安）（注19）
　「正語作詞起例」3にいう。
　　　　余與清原曽玄隠言，世之有呼属原之屈，為屈伸之屈宇同音，非也，
a．3．毫州の孫徳卿（安徽毫州）
　「正語作詞起例」18にいう。
　　　　毫州友人孫徳卿長於隠語，謂中原音韻三聲，乃四海所同音，不濁正語作詞，
a．4．　弓長1莫英
　a．Lに引いた「周徳清自序」に見える。周徳清と青原の瀟存存の共通の知人であることから
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恐らくは江西の人であろうと考えられる。
　また『嘉靖呉江縣志』巻17や狸順鎮江志』巻17によれば、至順2年（i331）に呉江の都目に
任ぜられ、また鎮江路呂城の税司大使であったことが知られるが、同じ人物であるか否かは分ら
ない。
a．5．臨川の陳克明
　「正語作詞起例」定格の「一半兇」の評にいう。
　　　　一様ノ＼首，　臨川陳克明所イ乍，PtN詞也，
b．地名
b．1．吉　　　　　　　（吉安）
b．2．螺山　　　　　　（吉安の北にあり、南に輯江を臨む）
b．3．鷺渚　　　　　　（白鷺渚．吉安市内を流れる覇江にある申洲）
　以上は「周徳清後序」に見える地名である。
　　　　信哉，吉之多士，而君又士之俊者也，…　　予作樂府三十年，未有如今日之遇，宗信知
　　　　某曲之非，復初知某曲之是也，挙頭四顧，螺山之色，鷺渚之波，為之改容，
　「羅宗信序」にも「膏吉」という言葉が見える。
　　　　世之共櫓唐詩・宋詞・大元樂府，誠哉，…　　矧吾吉素構文郡，非無賞音，自有樂府以
　　　　来，歌詠者如山立焉，未有如徳清之所述也，
b．4．吉安龍泉縣（江西遂川）
　「正語作詞起例」の「作詞十法．2．造語．不可作。張打油語」に
　　　　吉安龍泉縣，水緯米倉，有子志能，號無心者，欲縣官利塞其口，作水仙子，示人，自謂
　　　　得意，
とある。
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5．周徳溝の散曲に詠まれた地名
　更に今日に残る周徳清の作贔に詠みこまれた地名を考えることにする。
　いま『全元散蜘の周徳清の条に収められた詞曲に見える地名を抜き出してみると以下の通り
である。（注20）《》は間接的に詠みこまれたもの、或いは匿前の叙景であるとは考えられな
いものを示す。
a．小令
「正富」塞鴻秋
・灘陽即景
其の1． 「渚暢」江西九江
「長江」
「准由」
其の2．
《覇橋》
《炎」渓》
《藍蘭》
陳西長安
漸江省曹蛾江の上流（繰縣）
陳西商縣
〔中呂〕満庭芳　　（注21）
・ 看岳王傅
・ 張俊
《銭塘》
《西湖》
《銭塘》
〔申呂〕紅誘鮭
・郊行．
其のユ．
其の2．
〔越調］天澤沙
・ 舟阻女兇港
《桃葉渡》紅蘇江寧
《杏花村》
「江IJJ　」
ド鷹由」江西九江．
「孤山」江西都陽湖中の島．鞍山のこと．
「女児港」江西九江の東南にある．女兇浦ともいう．
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〔越調〕柳螢曲
・冬夜懐友　　　　　　　　《汀洲》福建長汀
　　　　　　　　　　　　《炎』渓》
〔讐調〕沈酔東風
・ 有所感。其の2．　　　　「長江」
〔讐調〕蜷宮曲
・ 送客之武昌　　　　　　　《武昌》湖北武昌
　　　　　　　　　　　　《那渚》湖北武昌
　　　　　　　　　　　　《黄鶴模》湖北武昌
　　　　　　　　　　　　「騰山」江西九江
　　　　　　　　　　　　「白鹿洞」江西鷹山
・ 別友．其の1．　　　　　「呉楚」
　　　　　　　　　　　　「江山」
b．套数
〔南呂〕一枝花
・遺張伯元　　　　　　　　「呉楚」
　　　　　　　　　　　　《江准》
　　　　　　　　　　　　《堀橋》江蘇郵縣の南
〔越調〕闘鵬鶉
・讐調　　　　　　　　　《滑水》
　　　　　　　　　　　　《臨撞》など多数
・贈小玉帯　　　　　　　　《匡皐》江西九江
　　　　　　　　　　　　《荊山》湖北嚢陽の西
　このうち眼前のものとして詠みこまれた地名を整理すると、「盧山、溝陽、孤山、女晃港、白
鹿洞」など、すべて江西九江の地に集中していることがわかる。「長江、江山、准山、呉楚」な
どはそれがどの地を指しているのか特定できないが、いずれも江南地域のどこかであるといって
も誤りはなかろう。
　眼前のものとしての地名を詠みこんだ三首は以下の逓りである。
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　〔越調〕天浮沙「舟限女免港」はその題が示すように、作者が今まさに江西九江の郡陽湖の女
兇港に舟を係留している時にその眼前の情景を詠んだ作なのであろう。
　　　　魔山面己難尋，孤山鮭不蛍沈，掩面留鮭意深，不知因甚，女兇港到如今，
〔正宮〕塞鴻秋のr博陽即景」の第1は
長江万里如練，涯山数点青如澱，江帆幾片疾如箭，山泉千尺飛如電，晩雲都変露，新月
初学扇，塞鴻一字来如線，
という詞であり、江西九江の溝陽の風景を描写したものであると考えられる。
〔讐調〕蠣宮曲の「送客之武昌」は江西九江の地において武昌に赴く友を送った時の作である。
折垂楊都是残枝，詩満銀箋，酒勧金盾，自在癒山，霜遊那渚，両地根思，白鹿洞誰談旧
史，黄鶴楼又有新詩，撚断吟髭，笑把霜毫，満写烏綜，
　この三首の作はいずれも同時代の楊朝英の編になる『朝野薪聲大平楽覇にも周徳清の作とし
て収められており、信頼してよいものであると考えられる。
　そしてこれらによれば当時周徳清が住まいしていたのは原籍のあった江西高安ではなく、また
「文化の都わが吉安」として『中原音韻』にしばしば登場する江灘吉安でもなく、実は長江を臨
む江西九江の地であったと推測できるのである。鄙陽湖に面したかつての女鬼港の附近に今も
「周家老屋」という名の集落が確認できるのは興味深い。（注22）ちなみに周徳清の故郷は江西高
安の「老屋周家」という村である。
6、周徳溝が大都を訪れた可能性
　ここで改めて周徳清が元の都・大都を訪れた可能性を考えてみよう。かれが大都を訪れ彼の地
に住んだとするのは紳原音韻』正語作詞起例の第20条の次の語にもとついてのことであった。
余嘗於天下都會之所，聞人問通濟之言：世之泥古非今，不達時変者衆，呼吸之問，動引
廣韻為謹，寧甘受駅舌之講而不悔亦不思混一日久，四海岡音，上霞緒紳講論治道，及
国語翻課，国学教授，書語，下至訟庭理民，莫非申原之音，不爾，止依廣韻呼吸・上・
去・入聲，始置未暇琿述，略羅平聲，靴（許父切）在父韻，車・邪・遮・嵯，却在麻韻，
… 　　如此呼吸，非駅舌蒲何，不濁中原，盤使天下之人，倶為閨・海之音，可乎，
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この「天下都會之所」の震葉が大都を指していっていると考えるのであった。
　もしそうだとすると沖原音音則の虞集の序文に見える次のような言葉はどのように解すれば
よいのであろうか。
余昔在朝，以文字為職，樂律之事，毎與聞之，嘗恨世之儒者，薄其事而不究心，俗工執
藝而不知理，由是文律二者，不能兼美，…　　9當是時，荷得徳清之人，引之禁林，楕
輿討論期事，量無一日起余之助乎，惜哉，余還山中，睦且慶爽，徳清留滞江南，又無有
賞其音者，
　虞集は大徳初年に大都に上り、その6年（1302）には大都路儒学教授を授かり、泰定の初には
翰林直学士に任ぜられ、また国子祭酒を兼ねるなど、南方系の文臣として中央において重きをな
した。特に中国文化の理解者であった文宗トブテKムール（在位1329－i332＞の信任をうけ、し
ばしば外任を申し出るが許されなかった。
　はじめに引用した寧氏の意見では、この虞集の序文は、泰定元年（i324）に大都において行な
われた「正語作詞」をめぐる論争に参加して、その結論として沖原音韻還を完成させた後に、
江西に帰っていた周徳清を指していっているのであり、「徳清留滞江南」とは虞集が京官を辞し
て江西に帰ってから当地にいた周徳清を見出すまでの十七・八年のことを指すのであるというが、
わたくしはこのような見解に同意しない。
　凋徳清は恐らく江西の地を遠く離れたことはなかったのであろう。そして文宗の崩御のあと病
を理由に宮を辞して故郷の江西に帰った虞集によって元統元年（1333）以降に見い鵡されたので
あろう。これについては李薪魁氏もいうように、環非復初の序文が有力な根拠となりうるのであ
る。それには次のようにいう。
如大徳天壽賀詞普天樂云，…　　音亮語熟，渾厚宮様，黄鐘，大呂之音也，跡之江南，
無一二焉，吾友高安挺齋周徳清，…　　所編中原音韻，井諸起例，…　　作詞有法，…
所作樂府，…　　以余観京師之目，聞雅楽之耳，而公義日，徳清之韻，不濁中原，乃天
下之正音也，徳清之詞，不惟江南，實當時之濁歩也，然徳清不欲衿名於世，青原友人羅
宗信，能以具眼識之，求銭諸梓，臆，後輩學詞之福耳，西域拙齋環非復初序，
　碩非復初は西域の人、中国に来て大徳の問（1297－1307）に大都にいたことがあった。もし周
徳清がかつて大都において天下の正音を定める論争に参加して活躍していたとするのであれば、
「京師を見たわたしの密、雅楽を聞いたわたしの耳で公正に論じても、周徳清の韻は中原のみな
らず天下の正音である。嗣徳清の詞は江南のみならず実に當時に濁歩するものであるといえる」
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という醤葉がここで改めて碩非復初によって発せられる必要があろうか。
　また、周徳清みずからも散曲の大家・張可久（注23）に贈った詞のなかで「わたしは呉楚の地
にうもれているが、君は江涯の地で活躍している」と詠んでいるし、（注24）「送客之武昌」の詞
においては「わたしは魔山に留まり、君は那渚に赴く」といい、自らは江西九江にとどまって湖
北武昌に赴く友を送ったときのことを歌っている。これらの言葉はいずれも周徳清という逸材が
江薦に埋もれていたことを物語っている。
　そしてその紳原音韻』の「後序」には次のようにいうのである。
泰定甲子秋，余既作中原音韻井起例，以遺青原藷存存，未幾，訪西域友人環非復初，読
書是邦，同志羅宗信見餉・…　　予日，信哉，吉之多士，而君又士之俊者也，嘗游江海，
歌璽舞樹，観其禰豪傑者，非富即貴耳、然能正其語之差，顧其曲之誤，而以才動之之者，
鮮　哉・…　　予作樂府三十年，未有如今日之遇，宗信知某曲之非，復初知某曲之是也，
挙頭四顧，螺由之色，鷺渚之波，為之改容・…　　明當尽携音韻的本井諸起例，以帰知
音，
この序は『中原音韻毒の成立についての貴重な証言であるといえる。（注25）
　周徳清は羅宗信とともに当時吉安にいた環非復初を訪問し、そこで宴が持たれたのであるが、
その宴席で「わたしは楽府を作って三十年にもなるが、今日のようなすばらしい人々に出会った
ことはない。羅宗信が曲の誤りを発見し、環非復初はそれを正すことができた」といって、「顔
を挙げて照方を見渡せば、螺山の色も鷺渚の波も、そのために姿を変えて一層美しく見えた」の
であった。先に見たように「螺山」や「鷺渚」が江西吉安附近の景勝の地であることから、「後
序」に記されたこの宴がまさに吉安の地において持たれたことが知られるのである。周徳清のこ
の訪問の目的は「勲業の相剛である裟非復初に『中原音灘の畠版の援助を請うことにあった
と考えられる。（注26）羅宗信はその橋渡しの役割をしたのであろう。
　以上すべての資料が周徳清の足跡は江西の地を出ていないこと、かれの著した『中原音韻』と
いう書は江西の文人グループのなかで江西の地において成立したということ、を物語っているの
である。（注27）
　青木正児の『元雑劇序説選は鐘嗣成の窪録鬼綱（注28）によって雑劇の作られた時代を初期・
中期・後期に分け、時代の推移とともに雑劇の作者が北から南に移っていく様子を述べている。
　既にして蒙古が南宋をも滅して天下を一統するや、北方の雑劇は薪興の勢を以て南宋
の雑劇を征服し、戯曲上に於ても南北一統の業を成すに至った。作者に就て之を見るに、
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一統前は殆ど北人のみであったが、一統後は却て南人が多くなり、北方の作者すら南方
に来り住む者あり、遂に雑劇の中心が南方に移ったかの観を呈した。・…　　故に「録
鬼簿」に見えて居る所では、中期以来北方には一人も作家が無いに等しい。（注29）
これは散曲の作家についてみても岡じような状況であった。（注30）
　周徳清の活躍した時代はこの中期から後期にかけてであったが、当時は重要な作家はもはや大
都ではなく南方に住まいしていた。そのような作家にしてみれば、北方漢語の実際の字音によっ
て韻脚を形成している散曲や雑劇を作るさいには、しかるべき字音の規範が必要とされたのであ
ろう。この要求に答えて編まれたのが『中原音韻」なのであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1994年3月25日
・ 注
1．寧継福『中原音韻表稿壽P．1．
2．寧氏が指摘した地名のうち、周徳清の「詩文」に就いて確認できるF腹山・溝隅・吉安」のいずれもが江西のものである
　　ことは後に述べるように注意してよい。
3．『中原音韻表稿lp。184。
4．沖原音韻表稿£p。185。
5．仲原音韻表稿』p．185。
6．王力『漢語語音史雲p．308。
7．佐々木猛「中原音韻・正語作詞起例・訳註」p．68．p．84。
8．李薪魁『《中原音韻》音系的研究蓋p．39。
9．中華書局、1978年．「校勘記」は陸志粛・楊耐思の著作である。
10．訥萢本沖原音韻毒冊下薪校勘記3p．5。
11．元代には浮梁州と称した。
12，平凡社・東洋文庫・363、1979年。
13．小林太市郎訳注沖国陶甕見聞録悉p．71。
14．NHKブックス、カラー版C16、1981年。
15，これらの序文から『中原音韻』の出版の経緯を考えると以下のようになる。
　　　かねてより最近の詞醗のありかたに不満を持っていた膏撮の瀟存存は、泰定元年（1324）に友人の張漢英に託して正し
　　い作飼の方法を周徳清に尋ねた（このとき周徳清はおそらく江西の地にいた）。周氏はこれに一つ一つ丁寧に答えるとと
　　もに、張氏の請いをいれて『中原音灘と「起例」の原稿を薫存存に贈った。藪氏はこれを出版するつもりであったが、
　　はからずも間もなく亡くなってしまった。それから暫くして周氏は青山の羅宗償とともに江西吉安に環非復初を訪ねて宴
　　をもった。そこで羅宗儒と瑛非復初の知音に感嘆して、敗めて紳原音音灘の定稿と9作詞起鰯をすべてかれらに委ね
　　ることにした。これを受けた羅宗信と環非復初によって『中原智韻護はおそらく江西の地において正式に出販されたので
　　あった。これは虞集が京窟を辞して江酋に帰った死統冗年（1333＞から周勧碕が『曜堂罵氏宗譜』の序文を雷いた翌正2
　　年（1342）までの問のことであった。寧氏は1341年のことであるいう。
　　　このような事情を考慮に入れて『中原音韻』の諸序を考えてみるとき、次注に見るように欧隅玄の序を後繊の偽作であ
　　るとすれば、長らく大都の朝廷にて重きをなしこのたび帰撚した大作家である縢集の序文を蟻初に置き、次に題徳溝の自
　　序を置き、沖厭膏灘を刊行した羅宗儒と翻鞭初の序文を最後に置いたのは誠に理にかなった配列であるということ
　　ができる。
16．揚酎思『中原音韻音系濃はf訥篭本銀羅本内容基本一致，只少隊賜玄的一蘇序．違序不見於歓賜氏蜜圭斉文集』，可能邊
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　　後人偽託豹。狸本的這篇序排在慮集序的後半頁，濁燭隷膿轡爲，訥篭本此庭空白，更顯得這篇序不可誰」といい（p．6），
　　欧陽玄の序が仮託されたものであることをいう。この序文は楽律をよくした潜として三国呉の周喩と宋の周邦彦をあげて
　　「今徳清兼二者之能，而皆本於家學如此」というが誤りである。このことも駄腸玄の序文の偽作説を補強する根拠となる
　　であろう。因みにr録鬼簿続編』はこの誤りを襲って「宋周美成之後」という。
17．陳農膜誘音韻礼記四則」pp．25－26．を参照。
18．ここではその根拠となる文牽を引用するにとどめる。翻訳と考証は佐々木猛「中原音韻序訳註」及びf中漂音韻・疋語作
　　詞起例・訳註」を参照されたい。また「正語作詞起例」の「定格」40に引用する詞を馬致遠の作であると明記するが、こ
　　のような例はここには含めない。
19．清原という地名は確認できない。周徳清がその瞥玄隠と直接語り合っていることから、江西吉安の膏原を指しているもの
　　と考える。佐々木猛沖原音韻・正語作詞起例・訳注」pp．66－67．を参照。
20．陪樹森編，中華轡周，1981年．pp．1333－1348．
2Lこの2首は騨原音鰹「正語作詞起例」に載せるが作者の名を記さない。いまはy詞林摘懸巻一に周徳清の作とあるの
　　による。
22．江西省測絵局『江西省地図耀（中華地図学社出版1990年）p．22．
23．張可久，字は小山（一’mに名は伯遠，字は可久，小山と號した〉。慶元（UK江郵県）の人。路吏・首領宮などの小吏となり、
　　至正（1341－1367）の初には七十余歳で昆山の幕僚であった。馬至遠・貫雲石・癒熱・馬昂夫ら当聴の著名な作家たちと
　　交遊があった。今曝鍛も多く作晶の伝わる散曲作家である。漸江の名勝は殆んどその作品に詠まれていて、西は溺健から
　　長沙にまで足を｛申ばしていることがわかる。（倉石武四郎編置宋代詞集叢「詞人小伝」，中國古典文学大系，平凡社，1970
　　年）．
24，除元散曲悉p．1342．周徳清「南畠・一枝花．遺張伯元」に「我滝呉楚，看顕江涯」とある。
25．注15を参照。
26。吉川幸次郎『元雑劇研究壽上篇「元雑劇の作者」「後期の作者」にも、「鍛後に、これら後期の野才人」（佐々木注、雑劇の
　　作潜）も、或いは当時の大官の庇護を受けていたことを指摘しておきたい。演劇への関心は一般には冷却したとはいえ、
　　大官巨公、ことに北方出身の巨公のうちには、なお声伎に愛着を抱くものがあり、il才人蒸のあるものは、その庇護の下
　　に生活したらしい。…　　かの周徳清のために『申原音認を刊行し、周氏から知膏も臣公としてたてまつられている西
　　域の環非復初なる色欝入も、除は勲業の栢門なれば、翻蝉は座に満つ、伶女の国色を列し、名公の俊詞を歌う」と、『中
　　原音灘の序で述べているように、作者たちのパトロンであったろう」という。
27．それならば周徳清はどのような音系を基礎にして審音の作業を進めたのかという鶏題が残る。これについては別稿で考え
　　てみようと思う。
28．『録鬼簿』には至顯元年（1330）の自序が冠せられている。編者の鐘嗣成はもと開封の人、のちに杭州に移り住んだ。周
　　徳清とほぼ周時代の入であったが、この轡にも周徳清のことは記録されていない。雑麟致臨の作者を盤蜜に記述している
　　鐘嗣成が趙孟顯や虞集、張可久らの名は記録しても周徳清の名を挙げていないということから、周徳涛は杭州においても
　　よく知られていなかったということが出来るのではないであろうか。
29．青木正莞『元雑劇序説lpp．353－354．
30．階樹森「元人散臨概論」（『中華文史論縄1982年第2輯）。なお宋浩慶の翫明散雌は荊期・後期に二分している。
・ 文献表
青木正兇　1936抗雑劇序灘（『青木葺兇全郷築4巻、1973、春秋社）。
倉石武幽郎　1970ざ宋代詞集患平凡袖（中国古典文学大系20）。
陳澱　1990「漢語音韻札記四則」（膜字文化違1990年第4期）。
ダントルコール（小林太市郎訳油）1979『中国陶甕見1粥録遺平凡社（東洋文庫363）。
江画省測絵局　1990翫西雀地劉冊藷中華地國学出版。
李新魁　ig83　f中原音韻音系的研究違中州書画杜。
寧継福　1985『中原音韻表稿」吉林文史出版社。
宋浩慶　ユ987『元明散麟上海古籍出版社。
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宋濾等　1976ぎ元史』地理志、中華書局。
階樹森　1981『全元散曲』中華轡局。
階樹森　1982「元入散曲概論」（『中華文史論綴1982年第2輯）。
王力　1985罫漢語語音史悉中国社会科学出版社。
ノ1、林徽・山本紀～　1981際徳鎮紀縫NHKブックス（カラー版C16）。
楊鮒思　1981沖原音韻音系遷中国社会科学畠版社。
吉JII幸次郎　1948翫雑劇研究轟（陪川幸次郎全集差第14巻、1968、筑慶書房）。
鐘鵬成　1957『録鬼鱗古典文学出版社。
周徳溝　ig78　f中原音韻、附中粥楽府音韻類編』中華轡局。
佐々木猛　1978？中原音韻序訳註」『均社論叢誰6。
佐々木猛　1979「中原音韻・正語作詞起例・訳註j『均社論叢墨8。
・『中原音韻』関連年表
・周徳清（1277－1365）89歳
・虞集（1272－1348）77歳
・周伯碕（1298－1369）72歳
1297（大徳1）成宗
1302（大徳6）
　07（至大1）武宗
1311（翌大4）仁宗
　12（皇慶1）
　14（延祐1）
　ユ5（延祐2）
　16（延祐3）
　19（延祐6）
　20（延祐7）英宗
1321　（至治1）
　23　（至治3）晋宗≡
　24（泰定ヱ）
　28（天暦1）文宗
　29（天贋2）
　30　（盃期頁1）
　33（元統1＞順帝
　35（棄元1＞
1341　（三≡≡正1＞
1342　（至∬三2＞
1351　（至Ili11）
・ 環非復初、大徳年聞に大都にて「天寿賀詞普天楽」を見闘する。
・ 盧集、大都路儒学教授を授かる。
・ 科灘復活。進士鐙0入（馬祖常・欧腸玄・黄濠ら）。
・ 趙孟額、翰林学士承旨を拝す。
・ 『陽春白雪集蓋この頃までに戯版される。
・ 周徳清、吉安に環非復初を訪ねる。
・ 窒章閣学士院を開く。震集「蛮章閣記」
・ 鐘綱成、f録鬼灘初稿に序す。
・ 虞集、官を辞して江西に帰る。
・ このころ周伯碕、奮章闇にて皇帝の轡画鑑賞に侍す。
・ 磯集序に「余還山中、饒且廃突」という。
（『漢書」孫宝伝に「年七十諄睦」というがこの年虞集は70歳。）
・ 周麹碕「周氏宗譜序」にヂ高安周徳港者、余宗叔也、著中原音韻伝世」という。
（『中原音鱗はユ333から1342までの問に刊行されていた。）
・ 楊朝英『太平楽府至郵子晋の序。（巻首に『中娼樂府音韻類編蓋を冠す）
（2994年5　月　2　日　　受理）
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